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学校法人インディアインターナショナルスクール学園
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日印２カ国間関係の強化に貢献
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■工事名称：千石・インディアインターナショナルスクール新校舎新築工事
■工事場所：東京都江東区千石３－１－４
■建　築　主：学校法人インディアインターナショナルスクール学園
■構　　造：校舎棟／ＲＣ造、体育館／Ｓ造
■階　　数：校舎棟／地上５階、体育館／地上２階
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■設　　計：松建設株式会社東京本店一級建築士事務所
■施　　工：松建設株式会社東京本店
■工　　期：年１月日～年３月日

※写真提供／松建設

　
校
舎
棟
は
白
色
を
基
調
と
し
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ト
造
５
階
建
て

幅




長
手
方
向


の
建
物
で

コ
ン
ク
リ


ト
数
量
が
１
フ
ロ
ア
で
７
５
０
立
方


と
膨
大
に
な
る

当
初
は
１
フ
ロ
ア

に
つ
き
３
回
に
分
け
た
打
設
を
計
画
し

て
い
た
が

工
期
内
で
の
完
成
を
確
実

に
す
る
た
め

協
力
会
社
と
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
２
回
に
変
更
し

躯
体
工
事

期
間
を
短
縮
し
た


　
打
設
に
あ
た

て
は
品
質
管
理
を
徹

底

施
工
を
担
当
し
た

松
建
設
の
出

井
克
典
所
長
は
﹁
約
１
カ
月
間
に
わ
た


て
事
前
の
計
画
を
練
り
ま
し
た

ポ

ン
プ
車
２
台
の
打
設
手
順
を
何
度
も
検

討
し

段
取
り
か
ら
作
業
環
境
ま
で
細

か
く
チ


ク
し
た
こ
と
で

密
実
で

良
好
な
コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物
を
実
現

で
き
ま
し
た
﹂
と
話
す


　
床
工
事
の
型
枠
に
は

昨
今
の
木
材

価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足
に
対
応
し


予
定
し
て
い
た
ベ
ニ
ヤ
型
枠
で
は
な
く

鋼
製
型
枠
ト
ラ
ス
筋
付
フ

ロ

デ


キ
を
採
用

鉄
筋
が
組
ま
れ
て
い
る
た

め

配
筋
が
均
一
で
高
精
度
な
打
設
が

可
能
に
な
る
と
と
も
に

最
も
人
手
を

必
要
と
す
る
床
工
事
の
合
理
化
を
図


た

Ｓ
造
大
空
間
の
体
育
館
は

梁
を

山
形
に
く
み
あ
わ
せ
た
合
掌
梁
形
式
の

屋
根
架
構
が
特
徴

建
て
方
に
あ
た


て
は
合
掌
梁
を
地
組
み
し



ク
ロ


ラ

ク
レ

ン
で
揚
重
す
る
こ
と
に

よ
り

仮
設
足
場
組
み
立
て
の
手
間
や

危
険
を
伴
う
高
所
作
業
の
削
減

工
期

短
縮
に
つ
な
げ
た


　
安
全
管
理
で
は
﹁
先
考
・
先
攻
・
先

行
﹂
の
三
つ
の
﹁
せ
ん
こ
う
﹂
を
方
針

に
掲
げ
た

﹁
﹃
先
考
﹄
は
常
に
先
を

考
え
た
安
全
意
識
を
持
つ

﹃
先
攻
﹄

は
ど
の
場
面
で
も
安
全
設
備
を
先
に
攻

め
る
習
慣
を
持
つ

﹃
先
行
﹄
は
誰
よ

り
も
先
だ

て
安
全
設
備
の
点
検
を
行

う
習
慣
を
持
つ

と
い
う
意
味
で
す


こ
の
方
針
に
よ
り
無
事
故
無
災
害
を
達

成
で
き
ま
し
た
﹂

　
発
注
者
が
イ
ン
ド
系
学
校
法
人
の
本

工
事
は
同
社
の
注
目
案
件
で

設
計


購
買

営
業
な
ど
本
店
の
総
力
を
挙
げ

て
完
成
に
導
い
た


　
工
事
を
終
え
出
井
所
長
は
﹁
学
校
建

設
の
経
験
の
浅
い
若
手
社
員
が
多
い
現

場
で
し
た
が

彼
ら
か
ら
自
分
が
考
え

て
い
な
か

た
発
想
や
工
法
が
次
々
と

出
て
き
て

若
手
社
員
の
伸
び
し
ろ
に

驚
く
と
と
も
に

個
人
と
し
て
も
新
た

な
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
経
験
で
き

財
産
と
な
り
ま
し
た

ま
た
昨
年
８
月

に
は

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
日
本
建
設
業
連
合
会
の
﹃
け

ん
せ
つ
探
検
隊
﹄
が
開
催
さ
れ

親
子

と
の
現
場
探
検
も
初
め
て
の
体
験
で
勉

強
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
振
り
返
り
な
が

ら

﹁
無
事

お
引
き
渡
し
で
き
た
の

は
建
築
主
様

近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力

工
事
関
係
者
全
員
の
努

力
の
た
ま
も
の
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た


教室 校庭からの校舎外観（右が体育館）

メインエントランス

体育館内観

　本計画敷地の東側にある親水公園に対して開けた配置計画とし
た、鉄筋コンクリート造地上５階の校舎棟と鉄骨造地上２階の体育
館棟の２棟から成るインディアインターナショナルスクールです。
本インターナショナルスクールには幼稚園から高校生までが利用す
るため、学年ごとにフロア分けを行い、幼稚園児は特に他の学生と
動線が交差しないように安全性に配慮しました。
　校舎棟の１階は幼稚園、２－３階は小学生、４階は中学生、５階
は高校生のフロアとなっています。
授業形態が日本でいう教科教室型に近いため、廊下幅を広く計画し、
ロッカーや掲示物を設置できる計画としました。
　体育館棟はバスケットボール、バレーボール、バドミントンの公
式戦が可能なサイズとし、バスケットゴールの高さも小学生から高
校生が使用できるよう上下可動式のものを採用しました。また、生
徒の安全性に配慮し、体育館内には柱型が出ない計画としました。
　構造計画は、校舎棟は将来的なクラス編成やリノベーションに配
慮し、純ラーメン構造を採用し、クラスサイズをユニットとして長
手方向は７ｍの均等ピッチとしました。体育館棟は鉄骨造を採用し、
幅ｍ、高さ．ｍの大空間を確保しました。

　全館ＬＥＤ照明の採用、トイレ等は人感センサー、衛生器具は節
水型の採用、サッシは複層ガラスの採用など環境や省エネルギーに
配慮した計画としました。
　デザインはお施主様より「traditional（伝統的）」としてほしい
と要望がございましたので、ここに通う生徒たちが真っすぐ成長す
る姿を思い、十人十色の可能性を広げる、その始まりの「白」とい
う色を内外共に強く意識したデザインとしました。外観はグリッド
が印象的となるように柱梁の躯体を生かし、メインエントランスに
は印象的なリブ柱を設け、２層吹抜を計画することで明るく広々と
した空間としました。各階にフロアカラーをアクセントとして廊下
の両端と中央の柱に取り入れ、廊下の天井に斜めを取り入れること
でｍの長さを感じさせず、「白」とすることでデザインがより強
調された空間となったと感じています。
　外構は広々とした敷地を生かして、東側に校庭とテニスコートを
配置し、外部へ開けた空間としました。
　敷地の四方に緑地を均等に配置し、メインとなる南側にはインド
の国樹である菩提（ぼだい）樹をシンボルツリーとして植えました。
この他にも四季を感じられるように桜や百日紅（さるすべり）等の
落葉樹と冬場も寂しくならないように金木犀（きんもくせい）やオ
リーブ等の常緑樹をバランス良く配置しました。
　この建物は生徒たちのさまざまな物や作品があふれ、「白」とい
う意識が薄れていくことで完成に近づいていくと思います。その
「余白」をつくれたことに喜びを感じるとともにそうなる時がとて
も楽しみです。

松建設株式会社　設計本部　高瀬結惟

　このたび、東京都江東区の千石で整備を進めてまいりました校舎
が完成し、５月日から運用を開始しました。これまでは、江東区
立の旧中学校校舎を活用していましたが、建物の老朽化が進み区か
らの使用許可期間も終了するのに合わせて移転を計画し、新校舎を
建設しました。設計・施工を手がけて下さいました松建設様には、
私たちの要望を随所に取り入れ、白を基調とした美しい校舎に仕上
げていただき、厚くお礼申し上げます。
　当スクールは、年に日本初のインド式インターナショナル・
スクールとして江東区に開校しました。年には横浜市緑区に横
浜校も開設しています。

　人でスタートした当スクールは、その後、ＮＰＯ法人化を経て、
現在は東京都が指定する学校法人として、園児から高校生まで
人を超える児童・生徒が在籍しています。約８割がインド人で、そ
のほかは日本人、ネパール人、バングラデシュ人などさまざまです。
いまはクラスですが、新校舎は余裕を持たせたつくりで、クラ
スまで増やすことができます。
　授業はインド政府の教育監督機関であるＣＢＳＥ（後期中等教育
審議会）と、国際的な教育プログラムである国際バカロレアに準拠
しており、原則英語で行います。またヒンディー語、タミル語、日
本語、ネパール語などのうち２カ国語を必修としています。国際的
に通用する大学入学資格や日本の大学受験資格が与えられ、卒業し
た多くの生徒が世界各国の著名大学に進学しています。
　私たちは「教育大使」としてインド最高の教育システムと教育哲
学の提供を通し、日印２カ国間関係の強化に貢献してきました。引
き続き、将来の世界を担う子供たちを地球市民として育成すること
に努めてまいります。


